
内容
後期高齢者医療／モニタリングポスト／
森この人

今月の表紙
代かき牛登場！
　小國神社の「第7回民俗芸能・民俗
行事公開大会 御田植祭」が6月2日に
一宮の水田で行われ、代かきをする牛が
登場し会場を盛り上げました。また、旭が
丘中学校の生徒たち12人が五月女、五
月男姿で一列に並び雅楽に合わせ
て、伝統の所作で田植えを
しました。
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国
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8
月
1
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の

　
　
　

 　

被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

被保険者証の見本

見本
（オレンジ色の
保険証）

見本
（オレンジ色の
保険証）

被保険者証郵送封筒見本

　　

現
在
お
使
い
の
「
緑
色
」
の
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）は
、
有
効
期
限
が
「
平
成
25
年
7
月
31
日
」
と

な
っ
て
お
り
、
8
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
7
月
中
旬
に
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
に
封
筒
（
黄
色
）
に
入
れ
て

郵
送
し
ま
す
の
で
、
8
月
1
日
か

ら
は
こ
の
保
険
証
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。

　

今
回
送
付
す
る
保
険
証
は
、
表

面
の
色
が
「
オ
レ
ン
ジ
色
」
で

す
。（
緑
色
か
ら
オ
レ
ン
ジ
色
に

変
わ
り
ま
す
）

　

新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
し
た

ら
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
、
一
部
負
担
金
の
割
合
（
１

割
ま
た
は
3
割
）
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
一
部
負
担
金
の
割
合

は
、
平
成
24
年
中
の
所
得
に
応
じ

て
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
人
は
、「
減

額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
自
己

負
担
額
お
よ
び
食
事
代
な
ど
が
、
各
区
分
に
応

じ
た
限
度
額
ま
で
減
額
さ
れ
ま
す
。
交
付
さ
れ

た
「
減
額
認
定
証
」
は
、
入
院
・
通
院
時
に
病

院
な
ど
の
窓
口
に
保
険
証
と
あ
わ
せ
て
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

●
既
に
「
減
額
認
定
証
」
の

　
　
　
　
　

交
付
を
受
け
て
い
る
人　

　

現
在
、
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
有
効
期

限
が
平
成
25
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
8
月
以
降
も
引
き
続
き
該
当
す
る
人
は
、

自
動
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
新
し
い
「
減
額
認
定
証
」
は
保
険
証

に
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
。

●「
減
額
認
定
証
」
の

　
　
　
　
　

交
付
を
受
け
て
い
な
い
人　

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
被
保
険
者

で
、
現
在
、
「
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
人
の
う
ち
、
入
院
な
ど
で
自
己
負
担

額
が
高
額
に
な
る
場
合
は
、
必
ず
受
診
す
る
前

に
住
民
生
活
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

が
な
い
と
「
減
額
認
定
証
」
は
交
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
減
額
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
申
請
し
た
月

の
初
日
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
保
険
料
の
決
定 

  

平
成
24
年
中
の
所
得

に
基
づ
き
、
8
月
に

平
成
25
年
度
の
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料

を
決
定
し
ま
す
。

　

保
険
料
に
か
か
る

通
知
書
は
、
8
月
中

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

 

＊
旧
被
保
険
者
証
は
、
役
場
で
回
収
し
ま
せ
ん
の
で

　

各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証（
保
険
証
）

被
保
険
者
証（
保
険
証
）の
更
新

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証「
減
額
認
定
証
」（
白
色
）

保
険
料
に
つ
い
て

平成25年度の保険料 （均等割額＋所得割額）

均等割額

賦課限度額

所得割額 【前年の総所得金額等－基礎控除額（33万円）】
×所得割率（7.39％） 

37,900円

550,000円

見本（黄色の封筒）見本（黄色の封筒）

　

東
日
本
大
震
災
の
東
京
電
力
（
株
）
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
、
原
子
力
災
害

対
策
重
点
区
域
が
拡
大
さ
れ
、
浜
岡
原
子
力
発
電

所
に
お
け
る
緊
急
時
防
護
措
置
準
備
区
域

（
U
P
Z
）
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
飯
田
総

合
セ
ン
タ
ー
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
（
空
間
放

射
線
量
を
測
定
・
監
視
す
る
施
設
）
を
県
が
設
置

し
ま
し
た
。

◆
役
場
1
階
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
環
境
放
射
線
監
視
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
」
の
モ
ニ
タ
ー
で
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
で

測
定
し
た
デ
ー
タ
や
監
視
の
概
要
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　

環
境
放
射
線
を
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム

の
概
要
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す

◆「
環
境
放
射
線
を
監
視
す
る
（
15
分
）」・

「
テ
レ
メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
概
要
（
2

分
）」・「
テ
レ
メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
構
成

（
2
分
）」
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　

実
際
の
放
射
線
量
、
感
雨
デ
ー
タ
を
地
域
ご
と
に
ご
確
認
い
た
だ

け
ま
す

◆「
発
電
所
周
辺
地
域
の
状
況
」
で
は
、「
環
境
放
射
線
状
況
地
図
（
30

k
m
圏
）」・「
環
境
放
射
線
状
況
地
図
（
10
k
m
圏
）」・「
環
境
放
射

線
状
況
グ
ラ
フ
」・「
環
境
放
射
線
時
系
列
グ
ラ
フ
」
が
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

◆「
発
電
所
敷
地
内
の
状
況
」
で
は
、「
環
境
放
射
線
状
況
地
図
」・「
環

境
放
射
線
状
況
グ
ラ
フ
」
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　

平
常
時
か
ら
測
定
・
監
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
時
に
お
け
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
へ
の
速
や
か
な
移
行
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

空
間
放
射
線
量
を
測
定
・
監
視
す
る

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た

東
日
本
大
震
災
の
東
京
電
力
（
株
）
福
島
第
一

空空空
間間
放放
射射
線線
量量
をを
測測
定定
・・
監監
視視
すすすす
るるるののの

運運
用用
をを
開開
始始始
ししし
まま
ししし
たたた

空
間
放
射
線
量
を
測
定
・
監
視
す
る

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た

設置されたモニタリングポスト

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
環
境
放
射
線
監
視
セ
ン
タ
ー

　
　

1
0
5
3
7
ー
8
6
ー
6
1
2
1

　

役
場
総
務
課
防
災
係

　
　

1
8
5
ー
6
3
0
2

役場 1階ロビーに設置されたモニター

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
で
測
定
し
た
デ
ー
タ

は
、県
環
境
放
射
線
監
視
セ
ン
タ
ー
に
送
ら
れ
、

異
常
が
な
い
か
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

放
射
線
量
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
横
の
表
示

の
ほ
か
、
詳
し
く
は
、
役
場
1
階
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
や
県
環
境
放
射
線
監
視
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

hoshasen.pref.shizuoka.jp/rr-condi
tion/index_upz.htm

l

）
で
、
ほ
か
の
市
町

の
測
定
地
点
の
結
果
と
合
わ
せ
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ど
ん
な
測
定
結
果（
デ
ー
タ
）が
見
ら
れ
る
の
？

監
視
の
概
要

監
視
の
状
況

2
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4

し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝

上
位
を
目
指
し
ス
タ
ー
ト
を
き
る

11
月
30
日
に
静
岡
市
で
開
催
さ
れ
る

第
14
回
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
に
向

け
森
町
実
行
委
員
会
は
5
月
29
日
、
中

央
体
育
館
で
初
会
合
を
開
き
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
井
上
教
育
長
か
ら
委
嘱
状

を
手
渡
さ
れ
た
小
澤
哲
夫
実
行
委
員
長

が
「
大
会
が
始
ま
っ
て
以
来
13
回
連
続

入
賞
、
過
去
の
優
勝
や
3
位
と
い
う
す

ば
ら
し
い
成
績
を
誇
り
に
思
い
、
今
年

も
一
丸
と
な
っ
て
上
位
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
実
行
委
員
ら
に
呼

び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
局
か
ら

は
39
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
こ
と
や
、
大

会
要
綱
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
終
了
後
に
は
、
総
務
広
報
部
と
選

手
強
化
部
の
各
部
会
に
分
か
れ
、
大
会

準
備
や
練
習
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
確

認
が
さ
れ
、
14
回
大
会
に
む
け
ス
タ
ー

ト
が
き
ら
れ
ま
し
た
。

土
砂
災
害
に
対
す
る

防
災
訓
練

公民館での説明会の様子

町
で
は
、
雨
の
多
く
な
る
時
期
に
備

え
6
月
2
日
、
飯
田
地
区
東
組
町
内
会

を
対
象
に
土
砂
災
害
に
対
す
る
避
難
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
訓
練
は
、
梅
雨
前

線
が
発
達
し
大
雨
洪
水
警
報
が
出
た
後
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
、
避

難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
住
民
約
60

人
が
参
加
し
、
消
防
団
第
5
分
団
員
、
県

職
員
、
町
職
員
を
合
わ
せ
約
1
0
0
人
で

実
施
し
ま
し
た
。

住
民
ら
は
午
前
9
時
の
同
報
無
線
の

訓
練
避
難
勧
告
発
令
と
と
も
に
組
の
避

難
場
所
か
ら
町
内
会
の
避
難
所
の
公
民

館
へ
移
動
し
ま
し
た
。
避
難
所
で
は
、

県
砂
防
課
と
袋
井
土
木
事
務
所
職
員
に

よ
る
土
砂
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
の

説
明
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

板�掲�示�

森
町
茶
商
組
合
の
長
田
辰
美
組
合
長

と
島
謙
造
副
組
合
長
は
6
月
7
日
、
教

育
委
員
会
を
訪
れ
、
町
内
の
保
育
園
や

幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
給
食
用
に
と
、

井
上
教
育
長
に
お
茶
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
お

茶
に
親
し
む
習
慣
を
身
に
付
け
、
地
元

の
お
茶
を
毎
日
飲
ん
で
も
ら
い
た
い

と
、
20
年
以
上
前
か
ら
毎
年
寄
贈
し
続

け
て
い
ま
す
。
今
年
も
新
茶
3
0
0
キ

ロ
グ
ラ
ム
分
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
が
用
意

さ
れ
、
長
田
組
合
長
は
「
年
々
、
各
学

校
か
ら
の
お
茶
の
提
供
要
望
が
増
え
大

変
う
れ
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
地

元
の
お
茶
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
森
の
茶
の
宣
伝
者
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
お
茶
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
が

詰
ま
っ
た
箱
を
手
渡
し
ま
し
た
。

天
宮
神
社
で
復
興
祭

教育長にお茶を寄贈する長田組合長（中央）たち

「
森
の
茶
」
を
子
ど
も
た
ち
に

天
宮
神
社
は
、
平
成
23
年
9
月
の
台
風

の
倒
木
に
よ
り
県
指
定
文
化
財
の
本
殿
や
拝

殿
が
破
損
し
ま
し
た
が
、
1
年
半
を
か
け
改

修
工
事
が
完
了
し
、
こ
の
た
び
復
興
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

6
月
8
日
夜
に
、
御
神
座
を
仮
宮
か
ら

本
殿
に
う
つ
す
遷
座
祭
が
行
わ
れ
、
暗
闇
に

松
明
の
明
か
り
だ
け
で
、
マ
コ
モ
の
葉
で
清

め
ら
れ
た
道
を
、
白
布
で
覆
わ
れ
た
神
様
が

通
る
様
子
を
、
集
ま
っ
た
地
元
の
人
た
ち
が

見
守
り
ま
し
た
。
6
月
9
日
に
は
、
御
社
殿

復
興
奉
祝
祭
が
、
氏
子
、
神
職
、
行
政
、
議

会
な
ど
関
係
者
約
1
0
0
人
の
出
席
で
行

わ
れ
、
午
後
に
は
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
の
十
二
段
舞
楽
の
う
ち
六
段
が
特
別
に

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

本
殿
屋
根
の
修
復
で
は
、
古
い
記
録
に
基

づ
き
、
檜
皮
ひ
わ
だ

ぶ
き
か
ら
こ
け
ら
ぶ
き
に
変
え

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
元
禄
10
年
（
1

6
9
7
年
）

の
造
営
当
時

の
姿
に
戻
り

ま
し
た
。

委嘱状を受け取る小澤実行委員長（右）

▲遷座祭の行列

▲修復を終えた
本殿と拝殿
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鈴
木
藤

鈴
木
藤
三
郎
顕
彰

三
郎
顕
彰
100
年
記
念
講
演
会

年
記
念
講
演
会�
鈴
木
藤

鈴
木
藤
三
郎
顕
彰

三
郎
顕
彰
100
年
記
念
講
演
会

年
記
念
講
演
会�
鈴
木
藤
三
郎
顕
彰
100
年
記
念
講
演
会�

8
月
18
日（
日
）

13
時
00
分
開
場
 
13
時
30
分
開
演

森
町
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

森
町
・
森
町
教
育
委
員
会

森
町
文
化
協
会

※
入
場
無
料
�

た
か
お
し
き
ょ
う
と
う
く
�

鈴
木
藤
三
郎【
安
政
2
年（
1
8
5
5
）

〜
大
正
2
年（
1
9
1
3
）】
は
、明
治

16
年
に
氷
砂
糖
製
造
法
を
発
見
し
て
以

来
、生
涯
で
1
5
9
件
も
の
発
明
特
許

を
取
得
し
、日
本
近
代
産
業
の
先
駆
者

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
、森
町
を
代

表
す
る
偉
人
で
す
。
特
に
台
湾
製
糖
初

代
社
長
時
代
に
お
け
る
台
湾
で
の
躍
進

ぶ
り
は
著
し
く
、糖
業
発
展
の
基
盤
を

な
す
た
め
に
台
湾
国
土
の
鉄
道
敷
設
や

港
湾
整
備
な
ど
を
進
め
、こ
れ
ら
が
台

湾
の
近
代
化
を
一
気
に
推
し
進
め
ま
し
た
。

台
湾
で
は
そ
の
功
績
を
今
で
も
語
り
継

ぎ
、高
雄
市
橋
頭
区
に
藤
三
郎
が
造
っ
た

観
音
像
に
は
線
香
が
絶
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。�

今
年
は
、鈴
木
藤
三
郎
が
こ
の
世
を

去
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
1
0
0
年
を
迎

え
ま
す
。こ
の
節
目
に
あ
た
り
、彼
の
功

績
を
再
認
識
し
、

報
徳
の
教
え
を
基

に
活
躍
し
た
彼
の

生
き
方
を
学
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
森
町

の
未
来
を
開
く
活

力
を
生
み
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
、

講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。�

▲鈴木藤三郎

▲日本精製糖株式会社

▼福川泉吾氏と共に創設した
　私立周智農林学校全景

日
　
時

会
　
場

主
　
催

後
　
援

基
調
講
演

「
森
町
が
生
ん
だ
近
代
日
本
産
業
の
先
駆
者
鈴

木
藤
三
郎
」

 
元
森
町
史
編
纂
執
筆
委
員
・
静
岡
県
近
代
史

　
研
究
会
会
員
　
　
　
　
　
　
　
高
木
敬
雄
氏

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 
パ
ネ
ラ
ー

 
①
藤
三
郎
の
事
業
発
展
の
た
め
に
協
力
を
惜
し

ま
な
か
っ
た
福
川
泉
吾
後
裔
 
福
川
忠
昭
氏

 
②
藤
三
郎
の
企
業
経
営
の
片
腕
吉
川
長
三
郎
後
裔

　
　
　
　
　
　
　
 
 
　
　
吉
川
泰
弘
氏

 
③
鈴
木
藤
三
郎
後
裔

 
 
 
 
 
（
株
）タ
ク
マ
社
長
　
手
島
　
肇
氏

 
④
台
湾
糖
業
砂
糖
事
業
部
小
港
工
場
長

 
 
 林
 
永
華
氏

 
⑤
遠
江
総
合
高
校
同
窓
会
会
長
 
鈴
木
 
晃
氏

 
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
 
 
 
 
高
木
敬
雄
氏

の
り
お

り
ん
 
 
よ
ん
は

プ
ロ
グ
ラ
ム

森
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

お
問
い
合
わ
せ

1
8
5
ー

1
1
1
2

▲台湾　橋仔頭製糖所
きょう し とう



微
生
物
の
働
き
に
よ
り
汚
水

を
浄
化
し
、き
れ
い
な
水
に
し
て

放
流
す
る
装
置
で
、「
合
併
処
理

浄
化
槽
」
と
「
単
独
処
理
浄
化

槽
」が
あ
り
ま
す
。

【
合
併
処
理
浄
化
槽
】

　

ト
イ
レ
の
排
水
と
生
活
雑
排

水
（
台
所
、風
呂
、洗
濯
な
ど
の

排
水
）を
併
せ
て
処
理
し
ま
す
。

【
単
独
処
理
浄
化
槽
】

　

ト
イ
レ
の
排
水
の
み
を
処
理

し
ま
す
。
生
活
排
水
は
そ
の
ま

ま
側
溝
に
流
す
た
め
、河
川
な

ど
を
汚
す
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
法
律
の
改
正
に
よ
り
平
成

13
年
４
月
か
ら
新
た
に
設
置
す

る
と
き
は
、合
併
処
理
浄
化
槽

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
、設
置
費
用

の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

ま
た
、単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
付
け
替
え
る
場
合（
新
築
・
増

改
築
を
伴
う
も
の
を
除
く
）は
、金
額
を
上

乗
せ
し
て
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　

次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
浄
化
槽
設
置
届
出
の
審
査
ま
た
は
建
築

基
準
法
に
基
づ
く
確
認
を
受
け
て
い
る
。

②
併
用
住
宅
の
場
合
は
、延
床
面
積
の
２

分
の
１
以
上
を
居
住
の
用
に
供
し
て

い
る
。

③
販
売
の
目
的
で
な
く
、浄
化
槽
付
き
専

用
住
宅
を
建
築
す
る
。

④
住
宅
な
ど
を
賃
借
し
て
い
る
人
が
設
置

す
る
場
合
で
、貸
借
人
の
承
諾
が
得
ら
れ

て
い
る
。

⑤
自
ら
が
居
住
す
る
建
築
物
に
浄
化
槽
を

設
置
す
る
。

⑥
公
共
下
水
道
認
可
区
域
外
に
浄
化
槽
を

設
置
す
る
。

【
補
助
金
の
額
】

＊
新
築
・
増
改
築
に
伴
い

浄
化
槽
を
設
置
す
る
、

ま
た
は
く
み
取
り
便

所
を
水
洗
化
す
る
た

め
に
浄
化
槽
を
設
置

す
る
場
合

＊
水
質
浄
化
の
た
め
、単

独
処
理
浄
化
槽
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽
に

付
け
替
え
る
場
合

　

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
付
け
替
え
に
よ
り
、ト
イ
レ
の
排
水

に
加
え
、生
活
雑
排
水
も
処
理
す
る
の
で
放

流
す
る
汚
れ

の
量
は
8
分

の
1
に
軽
減
さ

れ
、河
川
な
ど

の
浄
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。積

極
的
に
補
助

制
度
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
！

人槽 補助金額
５人
６～７人
８～10人

３３２，０００円
４１４，０００円
５４８，０００円

人槽 補助金額
５人
６～７人
８～10人

４１４，０００円
５１６，０００円
６８４，０００円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
　

 

1
８
５
ー
６
３
１
４

浄
化
槽
と
は

環
境
に
や
さ
し
い

環
境
に
や
さ
し
い

の理改乗

浄
化
槽
と
は

〜
設
置
費
用
の一部
を
補
助
し
ま
す
〜

〜
設
置
費
用
の一部
を
補
助
し
ま
す
〜

〜
設
置
費
用
の一部
を
補
助
し
ま
す
〜

〜
設
置
費
用
の一部
を
補
助
し
ま
す
〜

合
併
処
理
浄
化
槽

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す

6



「
浜
松
市
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、森
町
が
好
き
で

よ
く
休
日
に
遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
。そ
の
関
係

で
、商
工
会
運
営
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト〝
え
え
ら
森

町
〞編
集
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

そ
ん
な
お
り
商
工
会
で
職
員
を
募
集
し
て
い
る
と

聞
き
す
ぐ
申
し
込
み
ま
し
た
。大
好
き
な
町
で
働

け
る
喜
び
を
日
々
か
み
し
め
て
い
ま
す
」と
商
工

会
勤
務
の
経
緯
を
話
す
鈴
木
さ
ん
。

そ
ん
な
彼
女
に
森
町
の
魅
力
を
た
ず
ね
た
と
こ

ろ
、「
本
物
の
持
つ
迫
力
と
パ
ワ
ー
。張
り
ぼ
て
で
な

く
、日
常
の
中
に
普
通
に
す
ご
い
も
の
が
あ
る
事

で
す
。何
気
な
く
入
っ
た
お
茶
屋
さ
ん
で
、す
っ
と

出
て
く
る
お
茶
と
お
菓
子
の
接
待
や
、他
の
お
店

と
食
べ
比
べ
て
み
て
ね
と
店
主
が
自
信
を
持
っ
て

す
す
め
る
梅
衣
。本
当
に
毎
日
使
わ
れ
て
い
る
古

い
建
物
な
ど
、一
朝
一
夕
に
は
で
き
な
い
も
の
ば
か
り

で
す
」と
話
す
表
情
か
ら
は
、森
町
愛
が
し
っ
か
り

と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

商
工
会
運
営
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト〝
え
え
ら
森

町
〞と
は
ど
う
い
う
も
の
か
た
ず
ね
る
と
、「
え
え

ら
！
森
町
！
と
森
町
を
自
慢
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
す
。美
し
い
自
然
を
は
じ
め
森
町
の
い
い
所
や
い

い
物
の
情
報
を
町
内
外
か
ら
投
稿
し
て
も
ら
い
、

森
町
の
良
さ
を
皆
で
共
有
し
て
、多
く
の
人
に
森

町
へ
来
て
頂
く
た
め
の
サ
イ
ト
な
ん
で
す
」と
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。

仕
事
へ
の
こ
だ
わ
り
を
た
ず
ね
る
と
、「
普
段
は

商
工
会
の
窓
口
に
お
り
ま
す
の
で
、来
訪
者
や
電

話
の
応
対
の
時
に
は
、お
客
様
に
、来
て
良
か
っ
た
、

電
話
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
心

掛
け
、そ
こ
か
ら
森
町
っ
て
い
い
と
こ
ろ
だ
な
と
思

っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」と
素
敵

な
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ええら森町 検索
Facebookページもあります。 商工会運営のポータルサイト

「ええら森町」

森町が大好きで、平成24年6
月から森町商工会に勤務している
鈴木さん。町の魅力を行政とは
違った角度で発信する商工会運
営のポータルサイト「ええら森町」
の担当をしています。39歳
☆趣味 ドライブ
☆性格 好奇心が旺盛

（浜松市）

森町商工会勤務 森
町
の
魅
力
を
も
っ
と
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
！

鈴木 真保
すず　き 　   ま　  ほ
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

これで安心、水道無料点検
森町水道指定工事店組合は6月1日から7日ま
での水道週間に合わせて6月4日、町内の一般
家庭を対象に、給水装置などの無料点検・修理
を行いました。組合に加盟する5業者が参加し、
2つのグループに分かれて、事前に申込みのあっ
た12軒を訪問。台所や洗面台の蛇口など水回り
の不具合の相談にのり、水漏れ箇所の点検・修
理を手際よくこなしました。

園児が梅取りと田植えを体験
谷崎天神社の梅園で6月7日、地元一宮幼稚
園の園児が梅の実の収穫を行いました。同社氏
子らが、よく遊びに来る園児らに収穫体験をしても
らおうと7年前から行っています。園児らは、氏子
らに手伝ってもらいながら梅をとり、持ち帰って梅
ジュースを作るのを楽しみにしていました。また同
園では6月13日、一宮の水と環境を守る会の協力
で田植え体験も行い、園児らは泥だらけになりなが
ら田植えを楽しみました。

全国のまちおこし団体が交流
まちおこしに取り組んでいる各地の団体が活動
内容を発表する「全国まちづくり交流会」が6月
8日、小國神社で開催されました。11回目の今回
は全国から39団体が参加。活動報告では森町が
「森ほたる」イベントを紹介したほか、北海道美幌
町や鹿児島県与論町など全国8つの団体がそれ
ぞれの取組みについて発表し、参加者らは熱心
に聞き入っていました。また、小國神社古式舞楽
の鑑賞や森町めぐり、懇親会も行われ、参加者ら
は親交を深めました。

▲田植えに挑戦する園児たち

上手に梅の実
とれるかな  ▼

▲水回りの点検を行う組合員

▲各団体の活動報告を聞く参加者

8



MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

全校児童が協力、
昔ながらの田植え体験
天方小学校の全校児童55人が6月12日、同校
近くの水田でもち米の田植えを行いました。同校で
は毎年、年間を通じて米作り体験を行っており、
今年も4、5年生が事前に代かきをして準備してきま
した。児童らは裸足で泥の感触を味わいながら、
上級生と下級生が協力して丁寧に苗を植えていき
ました。もち米は秋に収穫し、来年1月にもちつき会
を開催して、味わう予定です。

中部航空音楽隊が演奏指導
飯田小学校で6月13日、航空自衛隊浜松基地
所属の中部航空音楽隊の演奏会が開催され、演
奏会のあと、同校マーチングバンドの児童らが隊員
から楽器演奏の指導を受けました。児童らはトラン
ペットやチューバなどの楽器ごとに分かれて、それ
ぞれ隊員からきれいな音の出し方、正しい姿勢な
どの基本を学びました。マーチングバンドには同校
4年生から6年生の希望者が所属し、地域の行事
や運動会などで活躍しています。

地域の防火リーダー誕生
袋井消防本部は少年消防クラブの編成式を6月
13日に森小学校で、24日に宮園小学校で行いま
した。今年度クラブ員となったのは森小学校の4年
生11人と宮園小学校の4年生11人。防火・防災の
知識が掲載された少年消防手帳とクラブ員章を受
け取った児童らは「火災予防を学び、火遊びは絶
対しません」などの防火の誓いを全員で唱和しまし
た。児童らは、同消防本部での体験学習などを通
して、1年間防火や防災について学びます。

◀防火の誓いを
　暗唱（宮園小）

森分署長からクラブ員章▶
を受け取る児童（森小） 

▲1列に並び苗を植える児童たち

▲隊員から指導を受ける児童たち

9
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� ��
�
�

�1
 夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
外
出
す
る
時

は
自
発
光
式
反
射
材
を
身
に
つ
け

る
、
明
る
い
色
の
服
装
に
す
る
な
ど

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
え
や
す
い
対

策
を
し
ま
し
ょ
う
。
�

2
 高
齢
者
へ
の
い
た
わ
り
の
気
持
ち
を

も
っ
て
安
全
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
�

3
 す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
�

4
 チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
体
格
に
合
っ

た
も
の
を
使
用
し
、
正
し
く
取
付

け
ま
し
ょ
う
。
�

5
 車
間
距
離
を
十
分
に
保
ち
、
心
に
ゆ

と
り
を
持
っ
た
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
�

6
 飲
酒
運
転
の
根
絶
を
町
民
全
員
で
推

進
し
ま
し
ょ
う
。
�

7
 自
転
車
安
全
利
用
5
則
を
守
っ
て
安

全
な
自
転
車
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。
�

 
自
転
車
安
全
利
用
5
則
�

1
、
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道

　
は
例
外
�

2
、
車
道
は
左
側
を
通
行
�

3
、
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
 

 

　
り
を
徐
行
�

4
、
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
�

○
飲
酒
運
転
・
2
人
乗
り
・
並
進
の

禁
止
�

○
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
�

○
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停

止
・
安
全
確
認
�

5
、
子
ど
も
は
ヘ
ル
�

　
　
メ
ッ
ト
を
着
用
�

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
実
施
中

交
通
安
全
県
民
運
動
実
施
中
で
す
！
�

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
実
施
中

交
通
安
全
県
民
運
動
実
施
中
で
す
！
�

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
実
施
中
で
す
！
�

ス
ロ
ー
ガ
ン
は

普
段
か
ら

普
段
か
ら
�

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
！！
�

普
段
か
ら

普
段
か
ら
�

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
！！
�

普
段
か
ら

普
段
か
ら
�

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
！！
�

普
段
か
ら
�

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
！！
�

高
齢
者
と
子
ど
も
の

　
　
　
　
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
日

　
　
　
　
　
　
　
7
月
19
日
（
金
）

期
間

7
月
11
日
（
木
）
か
ら

7
月
20
日
（
土
）
ま
で
の
10
日
間

役
場
総
務
課
防
災
係

1
8
5
ー
6
3
0
2

問
い
合
わ
せ
先

�

優 勝 飯田チーム�
準優勝 森チーム

※飯田チーム、森チームは
9月15日（日）に磐田市福
田で開催される2市1町50
歳以上ソフトボール大会
に出場します。�

6月2日（日）�
町営グランド�

優 勝 共 寿（西幸町）�
準優勝 八千代(天宮）
3 位 旭が丘

6月10日（月）�
太田川親水公園ゲートボール場�

優 勝　円田八雲会Ａ�
準優勝　本町寿会Ｃ
3 位 栄寿会Ｃ

※20シニアクラブから
278人が参加�

6月7日（金）�
中央体育館�
団体戦

優 勝 内野近雄（親睦会）�
準優勝 伊部司郎（草ケ谷クラブ）
3 位 大石ふゆ子（親睦会）

個人戦

優 勝 下飯田チーム�
準優勝 円田チーム

※優勝した下飯田チームは8月4日（日）、県父親ソフトボール大会
袋井地区代表決定戦に出場します。�

6月23日（日）�
町営グランド�

(敬称略）�

Sports Information
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公立森町病院 285-2181

informed
consent

�

医
療
安
全
研
修
会
を
開
催

医
療
安
全
研
修
会
を
開
催
�

医
療
安
全
研
修
会
を
開
催
�

6
月
20
日
、
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
に

て
全
職
員
対
象
の
医
療
安
全
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
町
内
の
診
療

所
職
員
、
町
職
員
も
含
め
約
1 
2
0
人
が

出
席
し
、
静
岡
県
富
士
保
健
所
医
監
兼
保

健
所
長
の
後
藤
幹
生
先
生
に
「
ワ
ク
チ
ン

間
違
い
防
止
に
つ
い
て
」
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
正
し
い
予
防
接
種
の
た
め

に
は
、「
7
つ
のrig

h
t

（
正
し
い
）」
①
正

し
い
接
種
対
象
者
、

②
正
し
い
ワ
ク
チ
ン

と
溶
解
液
、
③
正
し

い
接
種
年
齢
・
間
隔
・

使
用
期
限
、
④
正
し

い
接
種
用
量
、
⑤
正

し
い
接
種
方
法
・
注

射
針
・
接
種
手
技
、

⑥
正
し
い
接
種
部
位
、
⑦
母
子

手
帳
へ
の
正
し
い
記
載
が
で
き

る
よ
う
に
手
順
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
、
ま
た
決
め
た
手
順
を

守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
再

認
識
し
ま
し
た
。
接
種
直
前
の

対
応
と
し
て
、
本
人（
保
護
者
）、

医
師
、
看
護
師
（
看
護
補
助
者
）

で
ワ
ク
チ
ン
名
、
患
者
名
、
使

用
量
、
有
効
期
限
な
ど
大
き
な

声
で
確
認
す
る
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
ま
し
た
。
�

��眼
科
外
来
は
、
7
月
末
を
も
ち
ま
し
て

当
分
の
間
休
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
患
者
さ
ん
に
は
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
な

に
と
ぞ
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
�

な
お
、
8
月
以
降
に
眼
科
予
約
を
さ
れ

て
い
る
患
者
さ
ん
へ
は
、
後
日
、
病
院
か

ら
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
�

看
護
職
を
目
指
す
高
校
生
・
中
学
生

を
対
象
に
看
護
師
体
験
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
看
護
師
が
各
学
校
に
出

向
き
、
命
の
大
切
さ
を
お
話
し
す
る
出

前
授
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
�

眼
科
外
来
休
止

眼
科
外
来
休
止
の
お
知
ら
せ
ら
せ
�

眼
科
外
来
休
止
の
お
知
ら
せ
�

看
護
師
体
験
募
集
中

�

森
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
8
5
ー
6
3
4
1

E-m
ail:houkatsu@

tow
n.m
orim

achi.�
shizuoka.jp

問
い
合
わ
せ
先

�　
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
サ
イ
ン
に
気
づ
い

た
ら
、
早
め
に
医
療
機
関
に
受
診
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
信
頼
で
き
る
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
し
て
み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
�

� 
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
サ
イ
ン
�

●
直
前
に
し
た
こ
と
や
話
し
た
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
う
�

●
同
じ
事
を
何
度
も
言
っ
た
り
、
聞
い
た

り
す
る
�

●
置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ
が
増
え
た
�

●
知
っ
て
い
る
は
ず
の
人
や
も
の
の
名
前

が
出
て
こ
な
い
�

●
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
作
り
話
を
す
る
�

●
以
前
に
比
べ
さ
さ
い
な
事
で
怒
り
っ
ぽ

く
な
る
�

●
身
だ
し
な
み
に
気
を
使
わ
な
く
な
っ
た
�

●
今
ま
で
好
き
だ
っ
た
趣
味
な
ど
へ
の
興

味
や
関
心
が
な
く
な
る
�

 
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
治
療
�

　
根
本
的
な
治
療
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、

症
状
を
一
時
的
に
改
善
し
、
そ
の
進
行
を
遅

ら
せ
る
薬
が
有
効
で
す
。
最
近
は
新
薬
が
誕

生
し
選
択
肢
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
�

◆
ア
リ
セ
プ
ト
…
軽
度
か
ら
高
度
の
認
知

症
に
対
し
て
、
記
憶
障
害
な
ど
の
症
状

改
善
に
効
果
が
あ
る
。
錠
剤
の
ほ
か
口

腔
内
溶
解
錠
、
細
粒
、
ゼ
リ
ー
剤
が
あ
る
。
�

◆
メ
マ
リ
ー
錠
…
神
経
細
胞
の
保
護
作
用

に
よ
り
、
認
知
機
能
障
害
、
攻
撃
性
や

行
動
障
害
な
ど
の
進
行
を
抑
制
す
る
。

ア
リ
セ
プ
ト
と
併
用
す
る
こ
と
で
良
い

効
果
が
得
ら
れ
る
。
�

◆
レ
ニ
ミ
ー
ル
…
軽
度
、
中
等
度
の
認
知

症
に
対
し
て
記
憶
、
注
意
お
よ
び
集
中

力
を
改
善
す
る
。
錠
剤
の
ほ
か
水
溶
液

も
あ
り
、
食
べ
物
や
飲
み
物
に
混
ぜ
る

こ
と
も
で
き
る
。
�

◆
リ
バ
ス
タ
ッ
チ
、
イ
ク
セ
ロ
ン
…
軽
度

か
ら
中
等
度
の
認
知
症
症
状
の
進
行
抑

制
の
効
果
が
あ
る
。
円
形
の
貼
り
薬
で

ゆ
っ
く
り
吸
収
さ
れ
る
た
め
、
胃
腸
障

害
な
ど
の
副
�

　
作
用
が
少
な
�

　
い
と
言
わ
れ
�

　
て
い
る
。
�

�



   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館）
　　　　　　　　　　　　 ※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日
問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。※前売販売で完売の場合は、当日販売は

ありません。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

チケット購入の
ご注意

ところ ： 森町文化会館 大ホール
入場料 ： 　　　友の会 4,000円
  　　　一　般 4,500円

ところ ： 森町文化会館 大ホール
入場料 ： 　　　友の会 4,500円
  　　　一　般 5,000円
　　　　 (当日は500円増し）

ところ ： 
森町文化会館 大ホール

入場料 ： 
　　　友の会 5,000円
 　　　一　般 5,500円

ところ ： 森町文化会館 大ホール
入場料 ： 　　　友の会 3,000円
 　 　　　一　般 3,500円

ところ ： 森町文化会館 大ホール
入場料 ： 　　　友の会 5,000円
 　　　　一　般 5,500円

全席
指定

全席
指定

全席
指定

全席
指定

全席
指定

チケット好評発売中！

チケット好評発売中！

チケット好評発売中！

チケット好評発売中！

チケット好評発売中！

昼の部 開場 12:30/開演 13:00
夜の部 開場 16:30/開演 17:00

開場 18:00
開演 18:30

開場 15:30
開演 16:00

開場 13:30
開演 14:00

開場 17 :30
開演 18:00

宗次郎コンサートツアー2013
  ～オカリーナの森から～

加藤登紀子コンサート
～詩と歌の世界～

梅沢富美男特別公演

土
7/27

土
8/24

日
9/8

日
9/22

土
10/5

岡本知高 ソプラニスタ ・ コンサート
～Concerto del Sopranista2013～

八神純子 コンサートツアー2013
～Here I am～

チケット販売所 ：
袋井市月見の里学遊館／磐田市民
文化会館／磐田市情報館（らら
ぽーと磐田1F）／イケヤアピタ掛川店
／アクトシティ浜松チケットセンター
／森町文化会館／チケットぴあ
（10570-02-9999、Pコード：202-966）

チケット販売所：
袋井市月見の里学遊館／磐田市民文化会館／
磐田市情報館（ららぽーと磐田1F）／イケヤアピタ
掛川店／アクトシティ浜松チケットセンター／
遠鉄百貨店（新館7F）／森町文化会館／チケット
ぴあ（10570-02-9999、Pコード ： 429-230）

チケット販売所：
袋井市月見の里学遊館／磐田市民文化
会館／磐田市情報館（ららぽーと磐田
1F）／イケヤアピタ掛川店／アクトシティ
浜松チケットセンター／遠鉄百貨店（新館
7F）／森町文化会館／チケットぴあ
（10570-02-9999、Pコード：193-288）

チケット販売所：
袋井市月見の里学遊館／磐田市民文化
会館／磐田市情報館（ららぽーと磐田
1F）／イケヤアピタ掛川店／アクトシティ
浜松チケットセンター／遠鉄百貨店
（新館7F）／森町文化会館／チケットぴあ
（10570-02-9999、Pコード:199-031）

チケット販売所：
袋井市月見の里学遊館／磐田市民文化
会館／磐田市情報館（ららぽーと磐田
1F）／イケヤアピタ掛川店／アクトシティ
浜松チケットセンター／遠鉄百貨店
（新館7F）／森町文化会館／チケットぴあ
（10570-02-9999、Pコード：201-348）
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月
子ども 相談

犬・猫健康

文化会館 観光

その他

※定期開催 毎週土曜日　　おはなしぶらんこ（10:30～11:00）■所■問児童館　185-2839
毎週火曜日　　森のくまさん広場（11:00～11:30）■所■問子育て支援センター　184-4255

日 月 火 水 木 金 土

8

■所飯田小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

■所宮園小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

■所天方小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

■所三倉小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

結婚相談
（9:00～11:30）■所保
健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

ボディートークを楽
しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

おはなしぶらんこ※
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

ボディートークを楽
しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

移動子育て支援
センター

（10:00～11:30）
■所天方生活改善センター
■問子育て支援センター
　 184-4255
ポリオ予防接種

（13:30～）■所保健福
祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

おはなしぶらんこ※
折り紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

年金相談（要予約）
（9:30～12:00）■所町
民生活センター
■問掛川年金事務所
　 10537-21-5521

年金相談（要予約）
（9:30～11:30）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
 　10537-21-5521

すくすくクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255
人権相談

（13:00～15:00）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
　185-6312

のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

■所■問児童館
　 　 185-2839

★
◎
▲

■問児童館
　 185-2839△ ■所保健福祉センター△▲

のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:30）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
　 185-6314

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:30）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
　 185-6314
ニコニコ運動教室

（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
すくすくクラブ

（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

無料法律相談
（13:30～16:30）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
　185-6312

おはなしぶらんこ※
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

おはなしぶらんこ※
粘土教室

（13:30～15:00）
■所■問児童館
　 　 185-2839

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

保健のしおり交付
（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
森のくまさん広場※

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

ボディートークを
楽しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

作ってみよう
（14:30～15:00）
■所■問児童館
　 　 185-2839

1歳6か月児健診
（13:15～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

人権相談
（13:00～15:00）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
　 185-6312
無料法律相談

（13:30～16:30）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
　 185-6312

移動児童館
（14:30～16:00）
■所天方小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

移動児童館
（14:30～16:00）
■所三倉小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

納涼花火大会
（19:15～20:45）
■所太田川親水公園
■問森町商工会
　 185-3126

2歳児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
らくご人形劇

（14:00～15:30）
■所保健福祉センター
■問児童館
　 185-2839

子育てセミナー
（10:00～11:00）
■所■問子育て支援センター
　　  184-4255

6か月児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

おはなしぶらんこ※
折り紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

森のくまさん広場※

森のくまさん広場※

赤ちゃん健康相談
（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
森のくまさん広場※

森のくまさん広場※

夏休みバス遠足
（9:00～16:30）
■所ディスカバリーパーク
　 焼津天文科学館
■問児童館
　 185-2839
年金相談（要予約）

（9:30～12:00）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
 　10537-21-5521

おはなしぶらんこ※
トーナメント
ゲーム大会

（14:00～）
■所■問児童館
　 　 185-2839

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:30）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
　 185-6314

おはなしぶらんこ※

結婚相談
（9:00～11:30）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

1
2
3
4
5
6
7

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

秋分の日

海の日

3

10

17

24

31

●4月1日（金）～3日（日）（10:30～11:30）作陶展

体験センターの展示ホールで、ア
クティ森陶芸教室の生徒による作
品展を開催します

要予約

8月の納税など

■ 固定資産税・都市計画税 …第2期分
■ 国民健康保険税…………第1期分

鮎のつかみ取り
お絵かき風鈴、うちわ作り、
ぶたの蚊やり作り

おすすめ
体験

●ききょう園開園
　 7月25日（木）まで
　■所香勝寺 185-3630
●夏はぎ見ごろ
　 7月下旬まで　■所蓮華寺 185-5374

●あじさい園開園
　 7月7日（日）まで

　■所極楽寺 189-7407

花巡り花巡り
一番

咲き

■ 町県民税…………第2期分
■ 国民健康保険税…第2期分
■ 介護保険料（普通徴収）
　 ……………………第3期分
■ 後期高齢者医療保険料
　 （普通徴収）………第1期分

アクティ森
イベント情報

アクティ森で
自然とふれあう夏
アクティ森で
自然とふれあう夏
●9月23日（月）までの
　土 ・ 日 ・ 祝日とお盆期間
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情報ステーションステーションステーションステーション information

費　用　個人負担（航空券代、宿泊代、
食事代）

支援内容　事前・事後の連絡調整支援
のほか、交流費用の一部を負担
問　静岡県地域外交課
　2054-221-2505、5054-221-2542

平成26年度
県立技術専門校生徒募集！
高い就職率のテクノカレッジで技

術・技能を身につけませんか？
募集科　機械技術科、建築科（定員各20人）
申込期間　8月19日㈪～9月6日㈮
試験日　9月13日㈮
対　象　就職に意欲のあるおおむね
30歳以下の人
費　用　2,200円（入校検定料）
問　県立浜松技術専門校
　2053-462-5602

放送大学10月生
募集のお知らせ

放送大学では、平成25年度第2学期
（10月入学）の学生を募集しています。

放送大学はテレビなどの放送を利
用して授業を行う通信制の大学です。
心理学・福祉・経済・歴史・文学・自
然科学など、幅広い分野を学べます。
資料を無料で差し上げています。お

気軽にご請求ください。放送大学ホー
ムページ（http://www.ouj.ac.jp）で
も受け付けています。
出願期間　8月31日㈯まで
問　放送大学浜松サテライトスペース
　2053-453-3303

静岡県立大学公開講座
受講生募集

【西部会場】
テーマ　多文化共生社会で生きるため
に～日本とヨーロッパの事例から～

と　き　9月7日㈯、14日㈯、28日㈯、10
月5日㈯　14:00～16:00　（4回連続）

ところ　浜松市地域情報センター
　（浜松市中区中央1-12-7）
対象者　15歳以上の県民
費　用　2,000円（全4回、資料代など）
申込締切　8月23日㈮必着（申込み多
数の場合抽選。募集人員に達しない
場合、以後先着順で受付）

申込方法　必要事項を記入の上、はがき、
ファックス、Eメール、ホームページの
いずれかの方法でお申込みください。

問・申　静岡県立大学企画調整室
　公開講座担当　2054-264-5106、
ホームページhttp://www.u-shizuoka-
ken.ac.jp/

戦没者遺児による
慰霊友好親善事業参加者募集
同事業は、厚生労働省から委託・補助

を受け実施しており、先の大戦で父など
を亡くした戦没者の遺児を対象として、
父などの戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追
悼を行うとともに、同地域の住民と友好
親善をはかることを目的としています。
費用は参加費として9万円。実施地

域・日程など詳細はお問合せください。
問　㈶静岡県遺族会　2054-261-7796 

防衛省（自衛隊）
採用制度説明会

と　き　8月10日㈯　10:00～16:00
ところ　町民生活センター2階講義室A
対　象　18歳以上27歳未満（高卒見
込み含む）で、自衛隊に就職をお考
えの人、関心のある人
その他　申込み不要、直接会場へお越
しください
問　自衛隊袋井地域事務所　243-3717

森町納涼花火大会開催

と　き　8月15日㈭　打ち上げ時間19:15
～20:45　※雨天順延（16日㈮）
ところ　太田川河川敷親水公園
打ち上げ数　2,000発
寄　付　町民の花火大会にしていく
ため、町民一人ひとりのご支援をお
願いします。
問　森町商工会　285-3126

静岡理工科大学お理工塾
夏のわくわく体験工房

夏休みに理工科大の先生やお兄さ
ん、お姉さんと理科実験やものづくり
にチャレンジしてみよう！
と　き　8月18日㈰　10:00～12:00
（受付9:30～10:00）
ところ　静岡理工科大学
　（袋井市豊沢2200-2）
対　象　小学生※保護者の人が必ず
一緒に参加してください
参加料　無料
申込期間　7月22日㈪まで
申込方法　電話またはホームページ
からお申込みください（応募者多数
の場合は抽選）

※詳しくはホームページ（http://
www.sist .ac. jp/lec/000010.
html）をご覧ください。
問・申　静岡理工科大学総務課　
　245-0111

夏休み親子工作教室開催

と　き　8月25日㈰　10:30～15:30
　（作業は1時間程度）
ところ　パティオホール
　（袋井市上山梨4-1-2）
対　象　お子さんとその保護者
内　容　地元の大工さんの指導で、いす・
踏み台などを作ります。

※大工道具と材料はこちらで用意し
ます。完成した作品はお持ち帰りく
ださい。
参加料　1組500円（材料費）
申込方法　事前に電話にてお申込み
ください。
申込期限　8月9日㈮
※定員20組に達し次第締切り
問・申　ろうきん袋井支店棟梁会事務局
　243-4649

農家民宿開業についての
勉強会開催

農家民宿の制度や許可方法を学ぶ
とともに、本制度を活かした森町の
PRや中山間地域活性化を図るための
勉強会を開催します。
と　き　毎月第1水曜日　19:30～21:30
ところ　創藝舎（三倉3408-1）
対象者　森町にお住まいの人（先着20人）
問・申　創藝舎（入澤崇男）　286-0750、
Eメールsougeisya@beige.plala.or.jp
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「緑の募金」のご報告

平成25年度の募金額は566,389円
になりました。ご協力ありがとうござ
いました。
募金は森林づくりや緑化の推進な

どに使われます。
問　役場産業課林政係　285-6317

中部電力からのお知らせ

雷や台風の到来時期になりました。
この時期、落雷や強風による飛来物

により電線が切れて垂れ下がることが
あります。切れた電線を見つけた場合
は、感電する恐れがあるため触らずに、
中部電力へご連絡をお願いします。
問　中部電力㈱掛川営業所
　フリーコール0120-985-240

電気は正しく安全に使いましょう
8月は電気使用安全月間です
夏場は、高温多湿のため、感電を中

心とする電気事故が発生しやすい時
期です。また、台風や豪雨が襲来し、
電気設備に影響を与えることも多く
あります。
今年度も「電気使用安全月間」が経

済産業省主唱により8月1日から31日
の1か月間、関係各団体が一体となっ
て全国一斉に実施されます。
・電気はムダなく安全に使いましょう
・電気事故は日ごろの巡視点検で防
ぎましょう

・自然災害にそなえ、日ごろから電気
の安全に努めましょう

こんなことはしていませんか?

問　中部電気保安協会静岡支店
　掛川営業所　20537-24-3277

悩みを抱える子ども・
若者のための合同相談会
ニート・ひきこもり・不登校など

の個別相談に、フリースクール、通信
制・定時制高等学校、就労支援団体な
どが対応します。
と　き　8月10日㈯　13:30～15:30
　（受付13:00～15:00）
ところ　県総合教育センター
　「あすなろ」（掛川市富部456）
その他　参加費無料、事前申込み不要
問　静岡県教育委員会社会教育課　
　2054-221-3160、　5054-221-3362

森町介護相談員募集

募集人数　1人
活動内容
・介護サービス施設を訪問し、介護
サービス利用者への相談活動を行う

・1月に1回、町へ活動状況について
報告を行う

応募資格
・森町民であり、現に森町に居住して
いる人

・普通自動車免許がある人
・高齢者福祉および介護保険制度に
関心のある人

・町が指定する研修を受講し、修了す
ることができる人

任　期　平成25年10月1日～平成26
年7月31日（任期満了者については
再委嘱可）
勤務日　月3～4日程度（平日のみ）
報　酬　日額6,000円
募集期間　8月31日㈯まで
申込方法　履歴書（写真貼付）を持参
または郵送

問　役場保健福祉課介護保険係　
　285-1800

さざんか少年少女合唱団
団員募集

〜岡本知高さんと一緒に歌いませんか〜
さざんか少年少女合唱団では新し

い団員を募集しています。
9月22日㈰に森町文化会館大ホー

ルで行われる岡本知高さん（ソプラニ
スタ）のコンサートで共演も行いま
す。是非ご入会ください。
練習日　月2回（第1・3土曜日午前中2時間）
対象者　町内の小学1～6年生
会　費　月1,000円
指導者　比奈地千秋先生（仲横町）
問・申　森町文化会館　285-1111

平成26年4月採用
静岡県警察官採用試験

採用区分　警察官A：大学を卒業ま
たは平成26年3月卒業見込みの人、
警察官B：高校を卒業または平成
26年3月卒業見込みの人

※警察官Bは、高校卒業程度の学力を対
象とした試験ですので、警察官Aの対
象に該当する人は受験できません

受付期間　8月2日㈮まで
1次試験日　9月22日㈰
問　袋井警察署警務課　241-0110、
ホームページhttp://www.police.
pref.shizuoka.jp/

民間団体による
海外交流への支援事業

県は、台湾・韓国において、民間団
体同士の交流のきっかけづくりを支
援する事業を実施します。
対象団体　県内の民間団体
実施地域・時期　台湾（南部：平成
25年9月、北部：平成26年2月）、韓
国（忠清南道：平成25年9月、済州
道：平成25年10月）
内　容　交流を希望する県内団体の
代表者で訪問団を構成し、相手国
（地域）を訪問し先方との交流など
を通じ、交流可能性について検討
募集人数　各団体1～数人
申込受付　実施予定時期のおおむね2
か月前までにご連絡ください
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配ぜんはまかせて！
（天方小学校にて）

現在の学校給食はどんなメニュー？
世代ごとに異なる学校給食を思い出しながら、
ぜひ調理に挑戦してみてください。

学校給食のメニューを紹介☆

豚ひき肉……………… 80ｇ
根しょうが …………… 少々
にんにく……………… 少々
豆腐 ………………… 1丁
にんじん…………… 1／4本
たまねぎ …………中1／2個
干ししいたけ ………… 1枚
たけのこ水煮………… 40ｇ
葉ねぎ………………… 1本
サラダ油……………… 少々
Ａ
　砂糖 ……… 大さじ1／2
　しょうゆ …………大さじ1
　中華スープ… 小さじ1／2
　オイスターソース
……………………小さじ1
赤みそ……………大さじ１強
豆板ジャン …………… 少々
水 ………………… 150ｃｃ
片栗粉………… 大さじ1／2

材料（4人分） 作り方

マーボー豆腐マーボー豆腐
（1人分：137キロカロリー、食塩相当量1.0ｇ）（1人分：137キロカロリー、食塩相当量1.0ｇ）

　6月17日から21日を「ふるさと給食週間」に設定し、
森町・静岡県産の食材をたくさん使った給食を提供し
ました。紹介したこのメニューはその中の1つです。
　「マーボー豆腐」に使ったたまねぎ・干ししいたけは
森町産。葉ねぎ・もやしは静岡県産です。野菜たっぷ
りのピリ辛マーボー豆腐と甘～いメロンの組み合わ
せは、蒸し暑い日に大変喜ばれました。

①葉ねぎは小口切りにする。ほかの
野菜は粗めのみじん切りにする。
干ししいたけは戻して軸を取り、み
じん切りにする。

②なべに油を熱し、豚ひき肉を炒める。
しょうが、にんにくを加え更に炒め、
水、調味料Ａを加えて煮る。（好み
で豆板ジャンを加える）

③野菜に火が通ったら、みそを加え、
さいの目に切った豆腐を加え、煮立
ったら7～8分中火で煮る。

④味を確認し、水溶き片栗粉を加えて
葉ねぎをちらす。

静岡県内で生産した生乳
を加工して作られています。

100％静岡県内産

「クラウンメロン組合」の協力により、
高級メロンが給食に登場しました。

全国一の水揚げを誇る静岡県産
のしらす（福田漁港産）を使用した
シューマイです。しょうがでしらすの
生臭さを消してあります。しらすの
歯ざわりとすけそうだらのソフトな
食感がマッチしています。

メロンメロン

ごはんごはん

 牛乳  牛乳 しらすシューマイしらすシューマイ
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7月1日現在（　）内は先月比

世帯数 …………6,408（＋12）
人口 男……  9,745（ー  5）
 女……  9,901（ー  9）
 計……19,646（－14）

編
集
後
記

▼
先
日
、
作
家
の
村
松
友
視
さ

ん
が
、
テ
レ
ビ
番
組
の
取
材
で

森
町
に
来
ま
し
た
。
山
名
神
社

社
務
所
で
舞
楽
面
や
装
束
の
説

明
を
宮
司
さ
ん
か
ら
受
け
た

後
、
大
太
鼓
の
前
で
ば
ち
を
持

つ
と
、
ド
ン
コ
ド
ン
コ
と
祭
り

太
鼓
を
打
っ
た
の
で
す
。
本
人

も
勝
手
に
手
が
動
い
た
と
驚
い

て
い
ま
し
た
が
、
幼
年
期
1
年

住
ん
だ
だ
け
で
ね
と
、
総
代
さ

ん
た
ち
の
ほ
う
が
も
っ
と
び
っ

く
り
し
て
い
ま
し
た
。　
（
松
）

▼
天
宮
神
社
復
興
奉
祝
祭
の
取

材
の
合
間
に
、
境
内
を
少
し
散

策
し
ま
し
た
。
本
殿
か
ら
奥
に

入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
く
ち
な

し
の
池
ま
で
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

の
卵
を
見
に
行
っ
た
り
、
普
段

は
見
過
ご
す
看
板
の
解
説
を

じ
っ
く
り
読
ん
で
み
た
り
。
今

ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
新
し
い

景
色
に
出
会
い
ま
し
た
。（
鈴
）


